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回答 4:本法では 8〜13 回継代培養したものを使用している.また先行研究でさ
らに継代培養などは行っている.軟骨前駆細胞の脱分化が生じる為,積層
培養や三次元浮遊培養による前駆細胞の機能亢進が必要となる. 
 
次に,石上副査から以下の質疑があった. 
 
質疑 1:将来的な臨床応用において,創出される弾性軟骨組織を拡大・大型化する
ことが想定されるが,質的・量的な担保をどのように想定しているのか.
また,検証方法などはどのように想定しているのか. 
回答 1:量的な問題として,先行研究において臨床研究で耳介軟骨膜細胞の拡大
培養によって確保している為,軟骨組織創出のみに使用する細胞量は確
保し得るものと考えている.質的な問題としては,連結移植によって創出
される大型化した弾性軟骨組織の解析を行う必要があると考えている.
検証方法としては,上記の連結移植した弾性軟骨組織の解析によって,大
型化した場合の課題を検証できるのではないかと考えている. 
 
質疑 2:弾性軟骨組織創出にあたって治療法としては二期移植が想定されている
のか.一期移植で可能な系はできないのか 
回答 2:本法では二期移植が想定されているが,一期移植で治療可能な系とし
て,in vitro 環境で成熟した軟骨組織創出法の開発が当研究室で行われて
いる. 
 
最後に,大保主査から以下の質疑があった. 
 
質疑 1:移植軟骨組織創出において軟骨前駆細胞の必要量はどのように考えてい
るのか. 
回答 1:正確な必要細胞量は計算していないが,臨床研究において実際の少耳症
患者から回収した細胞を拡大し,足場材料を用いた治療応用は行ってい
る為,拡大培養によって必要な細胞数は担保でき得ると考えている. 
 
質疑 2:継代培養による突然変異や移植後の安全性評価などはどのように検証す
るのか想定しているのか. 
回答 2:臨床応用に向けた検証実験を別の方が実施している為,想定実験などを
把握できておらず明言ができない. 
 
質疑 3:移植軟骨の生体内での成熟化過程は検証していないのか.免疫組織学的
解析や遺伝子発現解析が正常な発生過程と相似しているか検証されて
いるのか. 
回答 3:積層培養や三次元回転培養による培養軟骨組織の創出に時間がかかる為,
検証できていない. 
 
 その他，いくつかの質問がなされたが，いずれも適切な回答がなされた．以上の
審査の結果，本研究は，ヒト軟骨膜細胞から足場材料を用いずに立体的な厚みを有
するヒト弾性軟骨組織を創出可能であることを示した学術的価値の高い研究であ
ることが示された．よって医学博士の学位に値するものと判定した． 
 
